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令
和
２
年
度
を
振
り
返
る
と
、 

年
度
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
１

年
間
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
学
校
と
し
て
「
今
で

き
る
こ
と
を
最
大
限
に
や
る
」

を
合
い
言
葉
に
、
生
徒
達
が
少

し
で
も
通
常
の
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
教
職
員
が
頑
張
っ 

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感 

染
拡
大
は
、
学
校
生
活
や
社
会

経
済
に
大
き
な
痛
手
を
与
え
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
皆
さ
ん

も
今
年
度
は
様
々
な
御
苦
労
が

あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
学

校
に
お
き
ま
し
て
も
、
数
々
の

行
事
が
中
止
や
縮
小
さ
れ
た
こ

と
で
、
生
徒
を
始
め
保
護
者
の

皆
様
に
も
心
残
り
の
多
い

⼀
年

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
感
染

拡
大
防
止
へ
の
ご
協
力
に
心
よ 

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
町
の 

行
事
が
中
止
と
な
り
地
域
の

方
々
と
の
交
流
が
出
来
な
か
っ

た
り
、
部
活
動
の
大
会
も
中
止

に
な
る
な
ど
生
徒
の
実
力
を
発 

揮
で
き
る
場
が
失
わ
れ
ま
し
た
。 

 

人
生
に
は
苦
難
が
た
び
た
び 

訪
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
な
げ
い 

て
立
ち
止
ま
る
の
で
は
な
く
、

「
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
︖
」
と
い
う
知
恵

を
絞
れ
る
か
が
、
本
当
の
賢
さ

で
あ
り
人
の
真
価
だ
と
思
い
ま 

す
。 

 

今
後
も
「
新
し
い
生
活
様 

式
」
を
継
続
す
る
こ
と
な
ど
、

社
会
構
造
や
価
値
観
な
ど
が
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に

社
会
が
変
化
し
よ
う
と
も
、
時

代
を
超
え
て
変
わ
ら
な
い
価
値

の
あ
る
も
の
、
不
易
の
も
の
も

あ
る
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
豊
か

な
人
間
性
、
正
義
感
や
公
正
さ

を
重
ん
じ
る
心
、
他
人
を
思
い

や
る
心
、
自
然
を
愛
す
る
心
な

ど
、
「
人
間
と
し
て
の
在
り

方
・
生
き
方
」
に
関
わ
る
も
の 

で
あ
り
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感 

染
拡
大
防
止
を
勧
め
る
中
で
、

生
徒
達
に
は
こ
の
不
易
な
も
の

の
大
切
さ
を
意
識
し
て
も
ら
え 

る
よ
う
に
指
導
し
て
き
ま
し
た
。 

 

令
和
３
年
度
も
ま
だ
ま
だ
例 

年
通
り
の
教
育
活
動
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す 

が
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
自

分
の
将
来
に
向
け
て
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
教
職
員
一
同
、

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
参
り 

ま
す
。 

 

令
和
２
年
度
の
終
わ
り
に
あ 

た
り
、
皆
様
の
学
校
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
教
職
員
を
代
表

し
て
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ 

ま
す
。 

  
 

三
学
年
担
任 

髙
橋 

健
一  
 

四
年
前
、
本
校
着
任
早
々
三
学
年

担
任
を
預
か
り
、
学
級
テ
ー
マ
を

『
愛
』
に
定
め
、
感
動
の
卒
業
式
を

迎
え
、
十
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ホ
ッ
と
一
息
つ

く
間
も
無
く
、
連
続
し
て
一
学
年
担

任
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

相
成
り
ま
し
た
。
一
年
次
＝
『
信
』
、

二
年
次
＝
『
覚
』
を
経
て
、
三
年
次

テ
ー
マ
は
勿
論
、
『
愛
』
！ 

こ
れ

は
、
三
年
前
か
ら
予
め
決
め
て
い
た

こ
と
で
し
た
。
問
題
は
、
ど
う
い
っ

た
過
程
を
経
て
『
愛
』
へ
と
到
達
で

き
る
か･

･
･

。
僅
か
一
年
間
だ
っ
た

前
回
と
は
違
い
、
三
年
間
の
担
任
業

務
は
、
自
問
自
答
の
旅
で
し
た
。 

 

ま
ず
は
結
論
か
ら
先
に
申
し
上
げ

る
と
、
「
超
個
性
的
」
な
生
徒
た
ち

で
溢
れ
て
い
る
本
校
の
ご
多
分
に
漏

れ
ず
、
実
に
個
性
的
な
十
名
の
愛
す

べ
き
生
徒
た
ち
に
囲
ま
れ
、
「
笑
顔

と
元
気
」
が
印
象
的
な
、
楽
し
く
充

実
し
た
三
年
間
で
し
た
。
そ
の
辺
の

高
校
で
は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
「
日
高
高
校
な
ら
で
は
」
と

い
う
、
素
敵
な
毎
日
と
、
生
徒
た
ち

の
成
長
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
な

が
ら
、
気
付
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に

三
年
が
経
過
し
て
い
た
と
い
う
感
想

で
す
。
卒
業
式
を
終
え
た
今
は
、
生

徒
た
ち
と
の
運
命
的
な
「
出
会
い
」

に
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
か
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
気
持
ち
は
、
十

名
そ
れ
ぞ
れ
を
大
切
に
育
て
て
こ
ら 

れ
た
保
護
者
の
方
々
と
の
「
出
会
い
」

に
お
い
て
も
全
く
同
様
で
、
三
年
間
と

も
に
お
子
さ
ま
の
成
長
を
見
守
り
な
が

ら
、
心
温
ま
る
交
流
を
重
ね
る
こ
と
が

で
き
、
誠
に
光
栄
で
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
三
年
間
、
学
年
通
信
で
、

『
信
』
、
『
覚
』
、
そ
し
て
『
愛
』
を

テ
ー
マ
に
、
数
多
の
文
章
を
綴
っ
て
参

り
ま
し
た
が
、
最
後
の
最
後
に
卒
業
生

へ
一
言
、
贈
る
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
自
他
へ
の
『
愛
』
、
家

庭
へ
の
『
愛
』
、
森
羅
万
象
＝
自
然
へ

の
『
愛
』
、
仕
事
へ
の
『
愛
』
を
常
に

忘
れ
ず
胸
に
抱
き
続
け
、
一
日
一
日
、

「
一
所
懸
命
」
に
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
い
か
に
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
頭
の
中
か
ら
消
し

去
り
、
日
々
プ
ラ
ス
思
考
で
歩
ん
で
い

け
る
か
ど
う
か
」
で
す
。
三
年
間
言
い

続
け
て
き
た
、
「
他
人
の
悪
口
を
言
わ

な
い
・
書
か
な
い
」
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
お
い
て
も
大
切
な
要
素
。

ぜ
ひ
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。
日
々
プ

ラ
ス
思
考
で
、
周
囲
の
人
び
と
と
幸
せ

を
共
有
し
な
が
ら
、
今
後
の
人
生
を
明

る
く
前
向
き
に
歩
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
、

そ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

結
び
に
、
こ
の
日
高
高
校
が
卒
業
生

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
心
温
ま
る
「
家

庭
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
な
ら
嬉

し
い
で
す
。
「
あ
な
た
方
と
出
会
え
て

本
当
に
良
か
っ
た
！
」･

･
･

そ
し
て
保

護
者
の
皆
様
、
三
年
間
大
変
お
世
話
に

な
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
子

さ
ま
の
更
な
る
成
長
と
ご
活
躍
を
信
じ
、

卒
業
後
も
微
力
な
が
ら
応
援
さ
せ
て
い

た
だ
く
所
存
で
す
。
「
克
己
・
継
続
・

挑
戦
」
！ 

最後のHRの様子 卒業おめでとうございます！ 
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令和２年度 学校評価（自己評価シート） ＮＯ１ 
令和３年２月２６日 

北海道日高高等学校 

領 域 
番 
号 

観 点 H30 R1 領域 Ｒ2 領域 改 善 の 方 策 

経
営
管
理 

参加 1  各自の役割、分担を自覚して協働体制を作り、学校の課題解決に努めたか。 3.6 3.7 

3.6 

3.5 

3.4 

  

管理 2  危機管理マニュアルが整備され、活用されたか。 3.3 3.3 
活用の機会を増やす。危機管理マニュア
ル見直し（業務継続計画） 
コロナ対応マニュアル作成済 

研修 3 
 校内研修体制が整備され、適切な課題に対して解決に向けた研修が行われ 
 たか。 

3.8 3.4 3.3 

教育課程編成に係る校内研修により、育
成すべき資質・能力が具現化されたグラ
ンドデザイン・スクールポリシー作成（下
地はできている） 

施設 4 
 学習・生活環境の充実のために、施設設備を点検及び管理し、効果的に活用 
 したか。 

3.8 3.8 3.4   

事務 5  事務処理の要領をよく理解し、適正に執行できたか。 3.5 3.5 3.7   

地域 
連携 

6 
 教育方針や教育活動について、学校通信、ＨＰ等により情報提供や広報活動 
 を積極的に行ったか。 

3.7 3.8 3.4 
昨年度と比較し、行事が少なかったことも
あり、ＨＰ更新できなかった。 

7 
 保護者との連携（家庭訪問を含む）やＰＴＡ、振興会、地域の関係機関等との 
 連携が十分になされたか。 

3.7 3.6 3.5 
保護者との情報共有 
今年度はコロナの影響を受けた 
夏の三者面談はやったほうがよい 

教
育
計
画 

重点 
目標 

8  年度の重点目標は学校教育目標の実現に向けて適切なものであったか。 3.7 3.8 

3.7 

3.0 

3.3 

  

9  年度の経営方針は学校教育目標の実現に向けて適切なものであったか。 3.7 3.7 3.3   

実践 10 
 学校教育目標の具現化に向けて、学年、分掌等の年度目標及び年度計画が 
 適切に設定され、組織的に活動したか。 

3.5 3.6 3.3 
進路指導部でさらに年度計画設定につい 
て改善の余地を議論したい  

産学 11  教育活動推進のため、地域や産業学習との連携が十分になされたか。 3.7 3.5 3.3 意見交換の充実を図る  

学
習
指
導 

指導 
計画 

12 
 学校や生徒の実態に即したシラバスのもと、その方針どおりの授業展開に 
 努めたか。 

2.8 2.9 

3.2 

3.1 

2.9 

新型コロナのため授業展開できなかった 

13 
 学校や生徒の実態及び学習指導要領の目標に照らし、一単位時間の授業 
 計画は適切であったか。 

3.2 3.2 2.7 まだまだ授業研究に努める余地がある。 

授業 
活動 

14 
 到達目標の設定、評価項目、評価観点、評価の方法を心がけた授業実践で 
 あったか。 

2.9 3.1 2.8 
令和４年度を見据えて評価方法の改善が
必要 

15  生徒が能動的に学習活動に取り組めるよう多角的な実践に努めたか。 3.4 3.1 2.9 

16  少人数であることの長所を生徒自身に還元できる対応を図ったか。 3.6 3.5 2.9 
たゆまぬ研鑽により授業内容を改善した
い。 

総合的な学習 
の時間 

17  自己を知るとともに進路に関する知識を深める取組がなされたか。 3.1 3.4 
3.4 

3.2 
3.0 

進路学習があまりできなかった。 

18 
 学力の実態を把握するとともに、自己を表現する力を身につける取組がなされ 
 たか。 

3.1 3.3 3.0   

特
別
活
動 

生徒会 

19  生徒の自主性を育む適切な運営がなされたか。 3.4 3.2 

3.5 

3.2 

3.1 

  

20  各種委員会活動は活発であったか。 2.9 3.1 3.3 
新型コロナのため活発に活動できなかっ
た監査委員会の活動を、年間万遍なく行
いたい（学期ごとに２・３回） 

ホーム 
ルーム 

21 
 面談等により、生活の不安や問題の早期発見などに努め、きめ細かな指導 
 と適切な対応を行ったか。 

3.5 3.2 2.8   

22 
 日常的に進路に対する関心と意欲を高める指導を行い、自発的な学習意欲を 
 育む指導を行ったか。 

3.4 3.2 3.3   

行事 
23  行事指導に対する役割分担や相互連携は適切であったか。 3.6 3.5 3.2   

24  行事のねらいをよく理解し、生徒が積極的に参加するよう指導したか。 3.6 3.5 3.1   

部活動 
25  生徒が安全に活動できる環境を整備したか。 3.5 3.8 3.1   

26  活動の活性化に努め、生徒が充実した学校生活を送っているか。 3.5 3.3 3.3 時間の制約もあり活動できなかった。  

生
徒
指
導 

生徒 
理解 

27  基本的生活習慣の向上に努める指導は十分であったか。 3.2 3.3 

3.2 

3.0 

3.1 

安易な遅刻欠席、中抜け等の指導は継
続的に行う必要がある 

28  教育相談の充実に努めたか。 3.5 3.4 3.0   

指導 
展開 

29 
 問題発生時において、管理職、産業学習、分掌、他学年などとの報告・連絡・ 
 相談や連携は円滑であったか。 

3.5 2.9 3.3   

30  学校・家庭・地域・関係機関との連携は十分であったか。 3.5 3.2 3.4 地域参加の機会を増やす 

31  いじめや問題行動の未然防止のための指導が効果的になされたか。 3.5 3.4 3.1 
いじめの定義（認識）を共有 
コロナの影響（宿研中止・寮体制変更）が
１年生の人間関係構築に影響 

健
康
安
全
指
導 

交通 
安全 

32 
 自転車通学に関するマナーを含めて、交通安全について日常的に指導を徹底 
 したか。 

3.2 3.2 

3.5 

3.2 

3.2 

交通事故事例の共有 

火災 33  生徒の防火意識を高揚する活動は十分であったか。 3.3 3.4 3.1   

校内 
34  補食給食のマナー指導は十分であったか。 2.9 3.2 3.3 

食育の充実パン食を粗末にしない指導が
ＨＲ単位で更に必要である。 

35  特別支援が必要な生徒に関する情報の共有は十分であったか。 3.8 3.6 2.7 
産学と特別支援の観点から情報の共有
が必要 

保健 
美化 

36  清掃活動の計画は適切であり、計画どおりに行えたか。 3.5 3.7 3.7 

37  健康診断の準備及び健康相談は十分だったか。 3.5 3.7 3.6 
委員会との連絡がうまくできなかった。確
認不足 

進
路
指
導 

指導 
展開 

38  分掌、学年、家庭及び関係機関との連携は十分になされたか。 3.5 3.5 

3.6 

3.5 

2.9 

家庭との連携強化が必要 

39  進路目標を決定するための啓発活動や情報提供が効果的に行われたか。 3.5 3.6 3.1 進路学習（１・２年）の必要性を感じた 

40  個々の生徒の実態に即して計画的な個別指導を進めたか。 3.6 3.7 3.0 
面接・作文指導を十分にできなかった 
問題行動を起こした生徒だけでなく、個別
指導計画がされていない 

自由 
記述 

・探究アワードを含む「総合的な探究の時間」の年間計画見直しが必要   
・進路学習の時間確保のため、ＬＨＲの有効活用    
・新型コロナ感染拡大防止の観点により、授業内容を変更せざるを得なかったり、十分な進路指導を行えなかった。次年度も 
 同じようになる可能性を考えると、次年度の計画は今年度の反省を十分に活かしたものにしなければならない。 
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 令和２年度 学校関係者評価 （学校運営協議会委員・PTA役員・教育振興会役員・同窓会役員） 

評価基準 【４：大変よい ３：まあまあよい ２：あまりよくない １：よくない】  

領域 番号 観点 H30  R1 R2 
領
域 

自由記述欄 

地
域
連
携 

1 
①学校は、ＰＴＡ・振興会などの関係機関との 

 連携を図り、教育活動や各種行事の円滑な 

 運営につとめていると思いますか 
3.6  3.7  3.4 ↓ 

3.4  

○コロナ禍の関係もあり、会議等の開催も減り、関係者と生徒との交流 
  機会が減った 
○今年度はコロナの関係で判断できない 

2 
②学校は、保護者や地域住民の要望や期待の 

 把握につとめ、地域との連携が取れていると 

 思いますか 
3.5 3.5  3.2 ↓   

3 
③学校は日高町教育委員会産業学習グループ 

 との連携が取れていると思いますか 3.6  3.6  3.5 ↓ 
○寮の管理運営、特に当直業務等の高校協力に対して感謝している。
○特に生徒への指導については、よく連携が図られていると思う。 

情
報
発
信 

4 
①ホームページは見やすく、分かりやすいものに 

 なっていますか 3.7 3.6  3.5 ↓ 

3.5  

○生徒募集の最大の情報発信となっており、その効果は大きい。 
○ＨＰは見やすいが、いかに多くの方々に見てもらうかが今後の課題。 

5 
②ホームページの更新が定期的に行われ、学校 

 の教育活動や生徒の取り組みが発信され、満 

 足できるものですか 
3.8  3.8  3.5 ↓ 

○例えば、学級通信は毎週〇曜日等、アップされる時期がわかるとよい 
  と思います。 

6 
③学校案内パンフレットや学校通信は分かりや 

 すく日高高校の情報を伝えるものになっていま 

 すか 
3.5  3.3 3.6 ↑ ○町教委も予算的にその確保に努めている。 

学
習
指
導 

7 
①生徒の実態や能力、進路希望に応じた授業に 

 なるよう工夫していると思いますか 3.5 3.5  3.3  ↓ 

3.4  

○コロナの影響で参観する機会がありませんでした。 
○基礎学力に幅がある生徒に対して工夫しながら進めていると思う。 
○どのような工夫を行っているのか知りたい。 

8 
②基礎学力の定着につとめるとともに、課題解決 

 能力の伸長を図る学習内容や評価方法などが 

 展開されているか 
3.5 3.3  3.4 ↑ 

○判断する機会がなかった。 
○コロナの影響で参観する機会がありませんでした。 
○探究アワードに取り組み良かった。 

生
徒
指
導
・健
康
安
全 

9 
①生徒の自己管理を促し自律を支援する中で、 

 基本的な生活習慣の確立が図られているか。 3.3 3.3  3.2 ↓ 

3.2  

10 
②学校は、生徒の頭髪や服装、あいさつや言葉 

 遣いなどの礼儀を適切に指導していると思いま 

 すか 
3.5  3.3  3.2  ↓ 

○あきらめることなく、何度も何度も指導する中で、少しずつではあるが 
  生徒は成長していると感じている。 

11 
③学校は、教育相談や生徒理解の取り組みを 

 充実させ、いじめなどの問題の早期発見と適切 

 な対応に努めているか。 
3.7  3.6  3.3  ↓ ○判断する機会がない 

進
路
指
導 

12 

①学校は、３年間を見通した継続的な指導により、 

 進路意識の醸成と高揚を図り、生徒一人ひとり 

 の希望や能力に応じた進路指導に努めている 

 と思いますか 

3.7  3.7  3.6  ↓ 

3.6  

○生徒数から個々に沿った指導がなされている。 
○親子話し合いシート以外、学校と生徒は定期的に話し合っている 
  のか。 

13 
②学校は、進路指導体制の強化を図り、生徒や 

 保護者に進路実現のための適切な情報提供を 

 行っていますか 
3.5  3.6  3.6  ⇔ ○千露呂以外、具体的な物を見ないので内容がわからない。 

そ
の
他 

14 

①保護者や地域住民に対して、部活動の休養日 

 設定や学校閉庁日設定など、学校の働き方改 

 革についての理解を深める取り組みを町教委と 

 連携して取り組んでいると思いますか 

― 3.3  3.5  ↑ 3.3  
○新聞等で情報を得ている。 
○判断する機会がない 
○部活動の現在が全くわからない。 

15 

②日高高校を存続していくための方策として、 

 生徒募集方法や更なる地域連携、改善すべき 

 点や伸ばしていくべき点はありませんか 

 （記述のみ） 

○道内在住で数年前にたまたま見たニュースで印象に残った学校ですが、道内の方でも知らない方は 
  たくさんいると思います。 
○特色ある学校なら、外へ発信すればする程印象に残ると思います。知ってもらうことは大事なので、こ 
   の時勢で学校説明会は難しいと思いますが、個別リモート説明会や情報誌などへ写真掲載、ＨＰでの 
   よくある質問の回答の公開などあるとよいと思いました。 
○色々な形での情報公開を増やす。 
○寮生活の様子をもう少し具体的に公開できないか。どのような生活かわからないと学校に対しても不 
   安を感じる。 
○せっかくスキーをするには最高の環境なのにもったいない。アウトドアクラスはもっと人気が出そう。もっ 
   と町ぐるみで取り組めばよい。 
○町内が年々人口減少する中、高校存続（若年齢層人口）の意義を住民に機会ある毎に知ってもらい 
   たい。 
○町の広報に道立の富川高校の記事が載るが、町立の日高高校の記事を毎月掲載してもらうべきだ。 
○行事等への参加が少なく生徒たちの状況が見えにくい。  
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教
頭 
近
藤 

伸 
 

  
 

        

こ
の
度
、
令
和
三
年
度
人
事 

異
動
に
よ
り
北
海
道
札
幌
丘
珠

高
校
に
異
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
三
十
年
度
、
日

高
高
校
に
は
教
頭
と
し
て
着
任

し
、
三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
在
職
中
に
は
、
創
立
七

十
周
年
記
念
行
事
や
学
校
運
営

協
議
会
（
Ｃ
Ｓ
）
の
運
営
等
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
関
係

者
の
皆
様
に
は
様
々
な
場
面
で

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

振
り
返
る
と
、
教
頭
と
し
て 

何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
日
高
高

校
に
着
任
し
ま
し
た
が
、
こ
の

三
年
間
良
き
上
司
、
良
き
職
員

集
団
に
恵
ま
れ
、
皆
さ
ん
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
楽
し
い
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

行
動
力
の
あ
る
職
員
集
団
、

「
朝
起
き
て 

昼
は
産
業
学
習 

夜
は
高
校
」
と
い
う
ハ
ー
ド
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
成
長
し

て
い
く
生
徒
た
ち
、
本
当
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
高 

北海道日高高等学校 令和２年度  

進路実績 

教
諭 

岩
城 
京
佑 

 
 

 
 

 
        

五
年
前
、
日
高
高
校
に
来
た 

と
き
は
、
全
て
の
こ
と
に
緊
張

し
て
い
ま
し
た
。
正
式
に
採
用

さ
れ
て
初
め
て
の
教
員
生
活
、

初
め
て
の
夜
間
定
時
制
高
校
、

初
め
て
の
札
幌
を
離
れ
て
の
生

活
、
初
め
て
の
町
民
セ
ン
タ
ー

で
の
入
学
式
・
入
講
式
、
初
め

て
の
定
通
体
連…

全
て
が
初
め

て
で
、
と
に
か
く
必
死
で
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
と
の
関
り
も
、
毎 

日
新
鮮
で
し
た
。
個
性
の
強
い

生
徒
が
多
く
、
初
め
は
ど
う
し 

高
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
、 

離
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
三
年
間
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。 

 

【
生
徒
の
皆
さ
ん
へ
】 

 

「
現
状
で
満
足
し
な
い
」
「
文

句
を
言
う
前
に
や
っ
て
み
る
」

「
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
」 

君
た
ち
な
ら
必
ず
で
き
る
は
ず 

で
す
。 

た
ら
良
い
も
の
か
、
戸
惑
う
毎

日
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
三
年

間
で
大
き
く
成
長
し
て
い
く
生

徒
と
共
に
格
闘
す
る
中
で
、
生

徒
に
教
え
る
は
ず
の
私
が
、
生

徒
か
ら
学
ぶ
機
会
が
多
く
あ
り 

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
多
く
の
方
に
お
世
話 

に
な
っ
た
五
年
間
で
も
あ
り
ま

し
た
。
同
僚
・
上
司
の
先
生
方
、

保
護
者
の
方
々
、
日
高
町
の

方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

「
こ
う
し
た
い
」
と
い
う
我
が

儘
を
多
く
叶
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
誠
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

四
月
か
ら
は
、
中
標
津
高
校 

で
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
日
高
高
校
で
の
学
び
を
生

か
し
、
異
動
先
で
も
日
々
の
業

務
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
五
年
間
、
本
当
に
あ 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

～
離
任
者
挨
拶
～ 

3/24 離任式の様子 

  
学校名 

合格者数 

（進学者数） 

私
立 

大
学 

千葉工業大学 

東京電機大学 

東北医科薬科大学（※過年度生） 

獨協医科大学  （※過年度生） 

北海道科学大学 

北海道文教大学 

１（１） 

１（１） 

１（１） 

１（０） 

１（１） 

１（１） 

専
修 

学
校 

神田外語学院 

埼玉コンピュータ&医療事務専門学校 

東京医学技術専門学校 

みやざき林業大学校 

１（１） 

１（１） 

１（１） 

１（１） 

  
企業名 

内定者数 

（就職者数） 

就
職 

 
サンライズ工業株式会社 水海道工場 

 
１（１） 

＜進学＞ 

＜就職＞ 

 今年度卒業生は進学８名（私立大学４名・
専修学校４名）、民間就職１名、未定１名とな
りました。合格・内定された皆さんおめでとう
ございます！ 

 また、過年度生１名が東北医科薬科大学・
獨協医科大学の医学部に合格しました。ひ
とえに本人の努力によるものだと思います。
本当におめでとうございます。 
 

 それぞれの新天地でのさらなる活躍に期
待しています。 

（文責 小髙） 

を
迎
え
ら
れ
た
の
も
皆
様
方
の

お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
高
高
校
は
私
の
母
校
で
す
。 

木
造
で
古
く
、
冬
は
寒
い
旧
校

舎
で
心
も
体
も
強
く
育
て
て
く

れ
た
わ
が
母
校
で
、
定
年
退
職

ま
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

事
は
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま 

す
。 
 

五
年
前
に
着
任
し
た
時
は
新 

校
舎
二
年
目
で
、
旧
校
舎
は
ま

だ
残
っ
て
お
り
、
解
体
に
も
立

ち
会
え
、
古
い
備
品
や
机
・
椅

子
な
ど
も
（
少
し
サ
ビ
シ
イ
気

持
ち
で
）
処
理
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
日
高
高
校
創
立
七

十
周
年
記
念
行
事
に
も
参
加
で 

き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
四
月
か
ら
日
高
町
の 

再
任
用
職
員
と
な
り
、
他
に
移

動
す
る
こ
と
な
く
日
高
高
校
で

勤
務
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
初
心
に
帰
っ
て
後
輩
た
ち

を
温
か
く
見
守
り
な
が
ら
、
先

生
方
が
指
導
し
や
す
い
環
境
整

備
を
し
、
日
高
高
校
が
な
お
一

層
発
展
す
る
よ
う
願
い
校
舎
な

ど
を
磨
き
上
げ
て
行
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
五
年
間
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま 

す
。 

上
席
技
師 

佐
々
木 

和
彦 

        
 

日
高
高
校
で
は
五
年
間
勤
務 

さ
せ
て
も
ら
い
、
今
年
度
で
日

高
町
役
場
を
定
年
退
職
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
無
事
定
年 


